Ａテント設営手順（旭１団ボーイ隊標準）　２００４年版　　　　　　　ＳＬ高橋
２００４．７．２０
１．テント設営場所の確認　　突起物、風向き、地形の傾斜、水はけ、崖の下、川の中州…
　　　　…安全と快適さを考える。

２．袋の上でペグの本数確認とポールの本数を確認→リーダーチェックを受ける
　　　　…ペグの紛失を防ぐため

３．グランドシートを広げピンペグで５カ所仮止めする。（出入り口と荷物置き場の方向に注意）
　　　





４．ポールをつないで、距離を測り親綱用ペグを打つ。

　　本体支柱の立つ位置から図のように、ポールの長さ分の幅にペグをうつ。

　　　






５．グランドシートの上にフライシートを裏返しに広げ、その上にテント本体も裏返しにして広げ、リッジポールとポールをセットする。　　（ＢＳマークのある方向が出入り口側）

６．本体とフライシートをかぶせて、親綱をペグにかけたあとフライシートと本体を立ち上げる。
　　　　…親綱をベグにかけておけば、２人いれば自立させることができる

７．本体のチャックを閉め、本体の角綱４ヶ所を固定する。（対角となるように）
　　　　…チャックを閉めないとチャックが壊れたり、腰綱の位置が決まらない

８．一人はテントに入り、本体ウォールとグランドシートを止める。その仮止めしておいたピンベグを抜いて、ソドクロスをグランドシートの下に入れる。また、ピンベグでウォールの下部を地面に固定する。
９．ペグを打って腰綱を固定する。

…位置がずれて並びが曲がらないよう、ロープなどを張ってペグを打つ場所を決める












１０．フライシート用のポールを建て親綱を固定する。

　　　…ペグの位置については本体のポール同様とする。
　　　　

１１．フライシートの角綱をペグを打って固定する。

　　　この際フライシートと本体にすきまができるようにしないと、防水効果が低下する。
１２．フライシートの腰綱を固定する。

…位置がずれて並びが曲がらないよう、本体同様ロープなどを張ってペグを打つ場所を決める
１３．あおり止めを固定する。

この際、綱と綱、綱とフライが離れるようにしないと、お互いがこすれて破損する危険がある。
１４．本体とフライにシワが出ないようにロープを張って調整する。

　　　雨水が常に同じシワを伝わって流れると、防水が低下するおそれがある。

１５．本体やポール、ベグの袋をまとめてテント内のポールに掛けておく。

　　　また、テント本体上方にある換気口と換気用の窓を開けて風通しを良くする。

テント内は常に乾燥を心がける。
· ベグを打ち込む深さは地面の固さや質によって調整して良い。

ただし、ロープが地面に接触すると地面の湿気を吸収するので良くない。

また、ロープをかけたままベグを打ち込んではいけない。　ロープに無理な力がかかり痛んで、力がかかったとき切断する。





















                          　　　　　　　地面 








１６　ウォールをジャバラ（蛇腹）折りにして風を通し、テント内の乾燥をする。

　　　…ロール状にしてはいけない。包み込まれた水分が乾燥できない。





キャンプでの注意事項
1． 刃物を使用する場合は周辺の人に注意する。

1） 薪割り場所決定。（ナタが手から滑って飛んでも、他人に当たらない場所と向き）

2） 作業場所をロープで囲い、作業者以外は立ち入りを禁止とする。
3） ナタを一時的に使用しないときは、木に打ち込んでおく。　
4） しばらく使わないときはコンテナに収納しておく。
2． ナタを持つ手は素手、マキを持つ方は軍手をする。
素手の方が柄を持つ手が滑らないし、ナタがマキから外れても軍手をしていればケガが最小となる。
3． テント内での飲食禁止。

汚れ防止と虫などが入り込むのを防ぐ。
4． 体を清潔に保つため、活動着のまま寝ない。（極力シャワーなどで体を洗い汗を流す。）

汗の雑菌が繁殖して、アセモなどになりやすい。
5． 作業着に着替えて行動する。（制服のままはダメ、チーフは着用する。）

制服はしわにならないようハンガー等にかけておく。
6． 持ち物はすべて名前を書く。

7． テントサイト周辺では必ず靴を履いて行動する。
ペグ類に足を引っかけて思わぬけがをすることがある。
キャンプでの役割分担表（例）
班長　　　　　全体の進行状況を把握し、指示をかける。
次長　　　　　時間割に気を配り、班長の指示のもと遅れている所を応援したり指導する。
火の当番　　　防火用の水の確保をし、火の焚き付けから消火するまでかまどを離れない。
　　　　　　　飯ごうでの炊飯、防火に責任を持つ。
まきわり　　　炊事に必要なまきを割る。まき割場の確保をし、ナタの安全保管に責任を持つ。
水くみ　　　　炊事に必要な水を確保してくる。　
　　　　　　　常に水タンクは水を満たしておく様に管理する。
　　　　　　
調理　　　　　食材の調理を行う。
　　手早く効率的に調理ができるように、調理手順を考えてナベ等の用意をする。
食器洗い　　　食器や調理器具を洗う。　
          　　食器類の乾燥や保管をし、残飯処理、ゴミ処理と衛生面での責任を持つ。
掃除　　　　　班テーブルやその周辺、テントの中やサイトの掃除をしゴミがないようにする。
資材管理　　　コンテナの中の資材管理に責任を持つ。
　コンテナの中を常に整理し、中身をぬらさないよう乾燥に心がける。
資材を使用するに当たっては必ず資材担当に申し出て許可をもらう。

安全衛生　　班の安全指導と衛生管理を行う。

記録時計　　時間管理と活動記録をとる。

会計　　　　　班の会計事務を担当する。
ペグの地面への打ち込み角度を６０°とする。　
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フライと接触しない
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